第２回教育委員会（定）
開会日時　　平成２４年　　１月　２５日（水）　　　午後　　３時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後　　３時３０分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別府明雄
　　委員　　今井英彦
　　委員　　谷田　泰
　　委員　　本　山　千惠子
　　委員　　北川容子
出席事務局職員

　　事務局次長　　浅島和夫　　　　庶務課長　　矢嶋吉雄
　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　中川修一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　近藤直樹
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午後　　３時００分　開会

委員長　　では、本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第２回教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により今井委員にお願いいたします。

　本日の委員会は、２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○報告事項

１．平成２３年度教育懇談会（中学生保護者対象）の開催について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料庶－１）（庶務課）

委員長　　それでは、報告事項について聴取いたします。報告１「平成２３年度教育懇談会（中学生保護者対象）」について、庶務課長から説明願います。
庶務課長　　資料庶務―１をご覧ください。
　今年度の教育懇談会は、中学生の保護者対象に開催することとしております。
　日時は、既に予定を取っていただいているとおりで、２月２５日土曜日、午前９時半から１２時までを予定しております。

　今回の内容ですけれども、４のところを見ていただくと、１つは、学校の危機管理と防災教育の充実についてということで、高島第一小学校の矢崎先生にご講演をいただくという内容が１つ。
　それから、震災時における中学生の援護者としての親の役割についてということで、グループ討議をしていただくといったことを計画しております。

　基調講演的な話を聞いた上で、中学生のいざというときの役割についてお話をいただくというようなことになろうかと思います。
　当日の進行は以上のとおりで、５番の次第の方に書いてあるとおりでございます。

　教育委員の皆さんには、最初のあいさつ、それからグループホーム討議の中での意見交換に参加していただく。そして、最後の所感のところで、またお願いをしたいと考えております。どうぞ、当日はよろしくお願いいたします。

　以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　この「中学生の援護者」としての親の役割というのは、「親御さんが中学生の援護者」としての役割と捉えてよろしいのですが。

　最近、地域で、中学生が援護者に回る役割を担うという形で、訓練とかが行われているのですけれども、どちらですか。
庶務課長　　どちらかというと後者です。中学生の役割として、ただ、震災から自分の命を守ってもらうという役割だけではなくて、地域の援護に回るとか、援護を求めている人に対しての支援に回るとか、そういった役割も求められているので、そういったところの役割をどう果たしていくか。あとは、家庭の中でそれをどう考えるかといったところを含めて、ご検討いただきたいと思っています。

本山委員　　では、「中学生の援護者としての役割」を、親がどう理解するかということでよろしいんですね。ありがとうございます。

教　育　長　　この文章だと、確かによく分からない部分があるので、その辺を、今の本山委員の話をしっかり承知していただきたいと思います。

委員長　　では、当日ご出席いただくということで、よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

２．平成２３年度中学生審議会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指―１）（指導室）

委員長　　では、次に、報告２「平成２３年度中学生審議会報告」について、指導室長から報告願います。
指導室長　　今年度も３回の審議会を持ちました。最終回、第３回目は、今週の月曜日に、今井委員、本山委員のご出席をいただきながら、中学生との懇談会を持つことができました。

　資料のように、第３回の内容につきましては、自分の学校で取り組むこと、あるいは小学生に対して取り組むことといったこと。それから、いじめ撲滅月間を、来年度のどこかの月に各学校で取り組もうということで、その撲滅月間で具体的に何が取り組めるのかといったようなことについて、委員の皆様にお入りいただいて話し合いを持ったところでございます。
　裏面を見ていただきたいのですけれども、教育委員との話し合いということで、特徴的なことは、あいさつ運動というのが、このいじめというものと非常に直結している。子供たちが色々と声をかけることによって、子供たちの様子が友達同士でも伝わってくると、そういったものをきっかけに皆で支え合うということにつながるのではないかということも出ていました。
　また、いじめに関するアンケート調査、あるいは生徒会新聞の作成といったような様々なものが出てきました。

　小学生に対しては、いじめ撲滅を伝えるプレゼンテーションとか、あいさつ運動、あるいは劇等を示していったらどうかといったようなアイデアが出されたところです。

　そして、いじめ撲滅月間では、今お話ししたようなことを進めながら、一般の生徒も積極的に参画するような、参加を呼びかけるあいさつ運動の強化とか、ありがとう運動、あるいはポスター作成といったものをしていきたいということでした。
　そして、各グループが、いじめ撲滅月間を実施する上で大切なキーワードといったことで、それぞれのグループから出されたところでございます。

　これを受けまして、今後、ポスターを作成して、それを各学校に来年度配付しながら、来年度においても、いじめのない板橋区の中学校・小学校を目指してということで、子供たちとともに力を合わせて進んでまいりたいと思います。

　お二人の委員の皆様には、本当にお忙しい中をありがとうございました。

　以上です。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。
今井委員　　参加しまして、１つのグループに入っていたのですが、議論のキャッチボール自体はとてもゆっくりだけど、物すごく的確というか、すごく深いことを考えているんだなというのが分かるような、そんな会話が幾つもあって、例えば、ずっと最後まで黙っているのかなと思っていた男の子が、突然終わりの方になって一言発言するんですけど、それがキーワードに採用されたりとか。

　しかも、発言するときには、ノートの真ん中に既に言うべき言葉が書いてあってそれを上手に説明したりとか、なかなかすごい。普段から多分色々考えている子たちが集まったんだなという気がしました。
　それから、３つぐらいの中学校ですけれども、中学校によって、普段どんなことをやっているのというところでは色々違いがあって、その辺もお互いに刺激になって、こういう場はすごく大事なんだなという気がしました。

　感想です。

本山委員　　私が講評を言わせていただいたんですけれども、例によって上がって、言うべきことの半分も言えなかったという結果に終わってしまいました。指導主事の先生が２回の中学生審議会の中でご自分の体験を示されて、いじめの構造、本質を生徒会役員にもう一度捉えさせていらしたのです。

　その構造は、いじめをする人とされる人、それから仲裁者、いじめはよくないんだと止めにかかる人ですね。それから、無関心層というか、取り巻きがいます。

　グループ討議の中では、私は、その仲裁者がすごく大切で、いじめをしていることはどういうことなのかと発言する人、介入する人がすごく大切ではないでしょうかということを、話し合ったのですけれども、それは皆さんもよく分かってくださって、講評のときにも、そのことをもう一回念を押しておこうと思ったのですけれども、ちょっと失念しました。
　それと、アンケートを取るという学校が何校かあったんですけれども、２回目の審議会のときに、向原中学校がアンケートを取って、アンケートを通して自分の言動を振り返ってもらうということを言っていたようです。

　アンケートを取っても、それだけでは余り意味がなくて、いじめが起きたときのそれぞれの言動を振り返ってもらうということはすごく大切なことなのかなと思っておりまして、そのことも言うつもりだったんですが、ちょっと飛んでしまいました。

　いずれにしても、生徒会役員の人たちは真面目に取り組んでいまして、いじめをなくさなければいけないというのは皆で気持ちを共有できたと思いました。

委員長　　整備週間で各校を回りましたけれども、小学校は比較的よくあいさつをされるのですけれども、中学校によっては、余りあいさつがなかった学校もあったりしまして、そういった意味で、あいさつ運動に力を入れていくというのも非常に結構ではないかと思っております。

　あとは、いじめ撲滅月間で取り組むことを決めたことをしっかり実行できればいいかなというふうに期待しております。
本山委員　　もう一つ追加で。いじめ撲滅月間は決めないという学校がありました。
　撲滅月間だけではなくて、そのほかの月も大切だから、あえて撲滅月間は設けないという学校もありました。１校ですけれども。
委員長　　他にございますでしょうか。

（なし）

○報告事項

３．告示関係

　　赤塚図書館の臨時休館について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委員長　　なければ、報告３に移らせていただきまして、「赤塚図書館の臨時休館告示について」、中央図書館長から報告してください。
中央図書館長　　赤塚図書館の臨時休館について告示をしております。
　各館で、毎年１回、特別整理期間としまして、館内の資料整備ですとか、設備の点検のために休館とさせていただくものでございます。
　赤塚図書館は、昨年２月に改築しまして、オープンしましたけれども、１年を経まして整備ということでございます。

　期間は２月１３日から１８日までの６日間でございます。

　なお、補足で、手続につきましては、条例所定の休館日のほか、教育委員会が必要と認める場合に臨時休館とすることができるとございまして、その権限を教育長に委任しておりますので、教育長の決済を経て告示をしているものでございます。それについてご報告ということでございます。

　以上でございます。

委員長　　ということで、赤塚図書館の臨時休館については、よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

４．その他　　（口頭）
　　①「武道の必修化について」

　　②「カセットボンベの引火事故について」　　　　　　　　　(指導室)
　  ③｢給食食材の放射性物質検査について｣
④「インフルエンザによる小中学校の臨時休校について」　　（学務課）

委員長　　では、次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。
指導室長　　皆さんの机上にお配りしました、実は、今日の読売新聞の１面に大きく出ていた記事ですけれども、今日に始まったことではなくこれまでも、来年度、中学校の学習指導要領の全面実施に向けて、体育科の内容に変更がございます。

　これまでは武道とダンスということで、どちらかを選択するような形で行われていた体育の授業ですけれども、これが、男女共修という形になって、武道もダンスも両方とも男女ともに学ぶという内容になってくるということで、要は、そういう中で、柔道の危険性というものが非常に強く声として出てきているというところでございます。

　そういう中で、本区においても、今年度の実態でございますけれども、男子はもう既に武道を始めておりまして、２３校のうちの２２校が柔道、１校が剣道。

　女子も、ダンスがほとんどですが、７校取り組んでいて、そのうちの６校が柔道、１校が剣道ということです。

　剣道については同じ中学校が行っているわけですが、これも来年度の教育課程が決まり次第分かるのですけれども、恐らく、この数自体には変化がないだろうと。すなわち、武道の中でも、柔道に取り組む学校がほとんどであるというのが板橋区の実態です。

　この理由としまして、剣道は防具だとか、そういったものが関わってきますので、板橋区は武道場もあって畳も整備されているということで、胴着をどうにかすることによって取り組みやすいということだと思っております。

　ただ、実際には、この記事でもありますように、２０１０年度までの２８年間に、中学校・高校生が死亡した例が１１４件ある。
　区内の中学校でも、死亡というところまでいきませんけれども、柔道によってけが・事故というのが実際に起こっているという中で、本区としても、今年度については２回の実技研修・講習会を行っております。これは、板橋区の中学校研究会が主催して、１０月に２回行っております。それから、１２月に入りまして、指導室主催で、スポーツドクターをお呼びして「安全な柔道指導のあり方について」という講演も行っているところでございます。

　こういった取り組みを進めていくと同時に、校内の体制づくりということで、地域の方々の中で、柔道の指導ができる方々等のお力を借りることができれば、そういった方々にも入っていただいて、安全な指導を心掛けていきたいということで、今日お話をさせていただきました。

　ここに文部科学省の指導体制調査というのがあるのですが、これは全校ではございませんで、抽出校ということで、東京都教育委員会から、東京都内２０校の中で、板橋区でも１校の中学校が、裏面にあるような回答を送らせていただいているということをお伝えしたいと思っております。

　以上が１点目でございます。

　それから、２点目は、昨日、大阪の小学校で、カセットボンベが理科室で引火したというところでございます。

　４階の理科室で爆発音があり煙が出ているということですけれども、幸いに、２時間目は理科室で授業をしていて、その片付けをしたものを理科準備室に運んで、２時間目、３時間目の休みの間に子供たちは外で遊んでいたりしていて、理科室も準備室も誰もいなかったというところで起きた事故です。

　まだ原因については、詳細は分かっておりませんけれども、どうやらカセットコンロと関わりがある、それからアルコールランプも関わっているのではないかというところで、原因を調べているところです。

　これを受けまして、本日、指導室としても、各学校に、薬品等の管理とともに、理科の実験器具とカセットコンロの使用についての確認、並びに保管・管理といったものの通知を出させていただきました。

　以上です。

委員長　　以上の件につきまして、質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　柔道の時間は何時間になるのですか。
指導室長　　１０時間程度です。

教育長　　文部科学省は、各警察のＯＢにボランティアとして協力するようにしてほしいということで、警視庁に要望を既に出しているようで、新聞報道によると、警視庁も、各警察のＯＢに手伝いをしてほしいというようなことで介入してくれているようですけれども、うちの方は、その辺はまだ正式にお願いは。

指導室長　　依頼をしました。区内の３つの警察署にお願いをしたのですけれども、現役の警察の方は到底厳しい。そして、板橋区は警察のＯＢの方が少ないらしくて、３つの警察署からは、残念ながらＯＢもお断りを受けてしまいました。

　今の教育長のお話のように、文部科学省はそういった動きをしておりますので、逆に、警視庁も少し考えてくださるのではないかということで、それの結果待ちというような状況です。
　とりあえず、板橋、志村、高島平の警察署からはお断りの声をいただいたというところです。
教育長　　柔道連盟の方はどうですか。
指導室長　　そうですね。それを、今働きかけているところです。
教育長　　柔道連盟の方から話があれば検討したいというような、正式ではないですけれども、そういう話も先日聞きましたので。

　ただ、この１１４件の事故は、授業中の事故は高校だけで、すごく少ないです。ほとんど部活での事故なので。これが全部そのまま授業に当てはまるかどうかというのは疑問です。

　必要以上のことを、余り慣れない指導者にやられると、事故が起こる可能性があるので、万全の態勢をつくらなくてはいけないと思っております。

　この裏の回答で、志村四中が指導書の配布を希望しているのですけれども、この辺はどうですか。

指導室長　　現在、中学校には２種類の冊子、資料を配布しております。今後、新たに都教委、文部科学省も資料作成ということを考えているようですので、それを待ってみたい。

　１つは「けがをさせない柔道指導法」という日本武道館から出しているものと、全日本柔道連盟から出している「柔道の安全指導」という、この２つの資料は既に各学校に配布しております。

委員長　　私が高校のときは、１年生のときに柔道でしたけれども、指導者の言うとおりきちんとやっていれば、それほど危険という気はしなかったですし、当時は１クラス五、六十人で、先生が１人でやっていますけれども、今はもうちょっと生徒数が少ないし、目が届くのではないかなという気がするんですけれども、目の届かないところで何か勝手にやられると非常に危ない部分はあるのではないかという気はします。

　ですから、色んな方法で補助の方がついていただけるようになれば、かなり改善されるのではないかとは思います。
本山委員　　前にも申し上げましたけれども、高次脳機能障害になっている人も知っている中で、そういう重大事故にならなくとも、裸足で畳というのが、案外、今の子は慣れていないのかなという心配がございます。
　だから、指先の骨折裸足から心配しなければいけないのかなというのも考えたりしておりますけれども。準備運動、柔軟運動を含めてご指導していただければと思います。

委員長　　ということで、柔道に関してはよろしいでしょうか。
　他に報告事項は。

学務課長　　資料が間に合わなくて、口頭でご報告させていただきます。

　まず、１つが、給食食材の放射性物質検査についてです。
　昨年の１２月２７日に、災害対策本部で、考え方と当面の対策を発表させていただきまして、その中に１月早々に実施するとなっておりました関係もございますので、今年に入りまして、１２日と１３日に食材を採取しまして、食品分析センターというところに委託した結果がつい最近出ましたので、ご報告します。

　まず、１２日に採取したのは、紅梅小学校、志村小学校、板一中の３校でございまして、この１２日の３校は１食分の食材です。翌１３日は、上一中で米、板二小で牛乳、志村五小で白身魚、高一小で鶏肉、高三小でキャベツという、個別の食材について。
　合計で、１２、１３を合わせますと８校、８品目という形になりますが、それらは全て、検査の結果、放射性物質は検出されずという報告がきております。

　参考までに検出限界でございます。品目によって違うのですが、キロ当たり１．７ベクレルから４．２ベクレルといった精度で、今回測定しているところでございます。

　最初に申し上げました１２日の１食丸ごと検査でございますが、紅梅小は、フィッシュバーガーとスープ、果物、牛乳というメニューでございます。志村小学校は、麦ご飯と四川豆腐、中華風大根、牛乳というメニュー。板一中は、サンマの蒲焼き丼、豚汁、牛乳、果物といったようなメニューでやっております。

　既にご案内と思いますが、１食丸ごとの場合は、民間検査機関の場合、２キロの検体が必要ですので５食分を持ち込んでおります。

　それを、簡単に言いますと、ミキサーで全部、牛乳を含めてごちゃ混ぜにして、パックにして測定という形になります。

　今申し上げた食材の産地も含めて、近々、ホームページ等々で公表したいと思っておりますので、また後日、改めて文書でご報告させていただきたいと思います。

　それが、まず１点目です。

　もう１点目が、インフルエンザ疾患による小中学校の臨時休業の状況について、ご報告させていただきます。
　１月頭から本日までの状況でございます。小中合わせて延べ１６校、３７学級で臨時休業の措置がとられています。小学校が１２校、中学校が４校という状況でございますが、２回やっている学校もありますから、あくまでも延べの校数でございます。

　学級閉鎖もございますが、学年閉鎖、また１校、板橋第五小学校は学校閉鎖もしているという状況になっております。
　状況としましては、以上です。今後とも、機会を見てご報告させていただきたいと思います。

　以上です。

本山委員　　先週あたりまでは、すごい乾燥が続いてインフルエンザも広がったのではないかと思うのですけれども、雪とか雨とかが降った後は収まりを見せているのですか。まだ、上昇のままでしょうか。

学務課長　　今、延べ１６校と言いましたが、そのうちの半分は１月２３日の報告になっていますので、そのあたりに集中しています。

　その後、２４日に３件、本日、２６日が１件という状況ですから、様子を見ないと傾向は分かりませんが、今のところ２３日に集中していました。
委員長　　単純にテレビの情報ですけれども、湿度と温度の関係で非常になりやすい状況となりにくい状況があるので、それを乾湿計で常に監視しながら調整すれば、かなり減るという実績があるらしいので、温度管理、湿度管理をきちんとやった方がいいのではないかというふうに。余り詳しいことはよく覚えていなくて、ただ、温度、湿度が関係しているというのが非常にあるそうです。

学務課長　　昨年も折を見て、養護教諭等々に文書で、空気の入れ替えであったり、色んな注意事項等々はやっていますので、今いただいたお話を参考に、折を見て、また学校に、臨時休業の報告と合わせて注意喚起はしていきたいと思います。
今井委員　　給食の方ですけれども、今回の検査結果の公表方法とか、そういうことだけではなくて、普段の給食も、どうしても、今回もそうですが、産地表示ということがつきまとってしまうのですけれども、これは、一方では、すごくいけないという考え方があるわけで、引き時を是非、見誤らないようにしていきたいというふうに思います。

　つまり、表示しないとか、流通経路を表示するとか。産地は、もうすぐ反感というか抵抗というか、そっちの方が世論として強くなってくる可能性があるので。引くときにはさっと引きましょう。
教育長　　風評被害と結びついてしまって、必要のない問題を起こしてしまったりしますからね。
今井委員　　例えば、学校とかＰＴＡとかおやじの会が、向こうと交流していたりとか、そういうのを間近で見ている子供たちとかの心情とか、色々そういうのが、これからより目立つようになってくるかなという予感があるのです。今、しないというのも、また不安を煽るということでしょうけれども。本当はいけないことだと、実は思っていますので、引き時をよろしくお願いします。
委員長　　ということで、他にございますでしょうか。

（なし）

委員長　　では、以上をもちまして、本日の教育委員会は終了いたします。傍聴人の方は退席をお願いします。

　なお、これから教育委員会と事務局事務打合せ会を行いますので、委員と職員の方はお残りください。
午後　　３時　３０分　閉会
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